
 

 

 

 

運動会を進化させる～「スポーツフェスティバル」へ～ 

子どもたちにとって、運動会は紛れもなく大きな行事の一つです。仲間と競い合い、自
分の運動の力をさらに高めることができる機会でもあり、同じ組が勝利をめざして一つに
なる連帯感や協力することの大切さが学べるよさが運動会にはあります。私自身、子ども
たちと一緒に汗を流し、勝った・負けたと一緒に涙を流した若いときがありました。 
しかし、そのよさを十分わかった上で、本当に運動会は価値ある行事、子どもたちに力

をつけることのできる行事なのかと、あえて自己否定してみました。 
運動会が近くなるにつれ顔色が曇り学校を休みがちになってしまうお友達がいる事実か

ら、そもそも体を動かす楽しさを味わうことが第一義の運動会になっているのだろうかと。
また、周りの大人が、子の成長を願うあまり叱咤激励の声が大きくなってはいなかったか
と。また、そうした大人の期待に応えようとがんばったにも関わらず、そこまで到達でき
ずに自己肯定感が下がってしまった子はいなかったのだろうかと。はたまた、応援団の言
うことさえ聞いていればいいやと、どこか他人ごとだった子はいなかったのだろうかと。 
考えれば考えるほど、

これまでの運動会のマイ
ナス面が見えてきたので
す。 
そこで今年度、運動会

を進化させるべく、「スポ
ーツフェスティバル」と
名称を変え、本来の目的
を達成すべく見直すこと
にしました。もちろん子
どもたちは、そのような
経験もないので、時間を
見つけて、５・６年生に
スライドをもとに、お話
しました。 

（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山形市立鈴川小学校 学校だより 

令和 7年 7月 18日（金） 

第 4号 校長 鈴木 伸治 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今回、このような思い・願いのもと運動会あらため「スポーツフェスティバル」へ進化

させようと思っています。 
そこで、お家の方・地域の方に予めお伝えしなければならないことがあります。それは、

「立て板に水が流れるような運動会」「周りから見て見栄えのする運動会」ではなくなるだ
ろうということです。それでもなお、子どもたちが本来の目的（どの子も体を動かすこと
が好きになる）を達成しようと、試行錯誤しながら「スポーツフェスティバル」の成功に
向けてチャレンジしていく姿を応援したいと思っています。 
 

 

 

 

 

 

25日（月）いのちの日 

26日（火）職員会議・不審者対応研修 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

27日（水）2学期始業式・全校給食なし 

      山形大学教育実習（～9/17） 

28日（木）個別学級校外学習（科学館） 

 

 

夏季休業中の学校閉校日 

8/9（土）～8/17（日） 

上の期間は、学校に職員がおりませんので、予めご了承ください。 

子どもたちの日々の頑張り（学習やくらしの様子

など）を、学校ホームページで 

お知らせしています！ 

どうぞご覧ください。 

https://www.suzukawa-e.ymgt.ed.jp/ 


